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Prime Collaboration Self-Care の概要
PrimeCollaborationが提供するSelf-Careポータルでは、サブスクライバがユーザ名、パスワード、
プライマリユーザデバイスなどの環境設定を制御できます。Self-Careポータルを使用して、自分
のアカウントやサービスを更新することができます。Self-Care機能によって、回線設定の変更、
サービスの管理、ボイスメールボックスとボイスメール PINの追加とリセット、電話オプション
の設定が可能になります。Self-Careポータルは、複数のCiscoUnifiedCMクラスタ、UnityConnection
クラスタと IM&Pクラスタ全体のユーザサービスをカバーします。

Cisco UnifiedCommunications Managerが 2名以上のユーザ間で共有されているときに、1名以
上のユーザが LDAPを使用している場合は、Cisco UnifiedCommunications Managerのバージョ
ンにかかわらず Prime Self-Careが使用されます。

（注）

Prime Collaboration Self-Careを有効にするには、Self-Careアカウントの作成, （2ページ）を参
照してください。
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Self-Care アカウントの作成
Self-Careアカウントはスタンドアロン（Assuranceと Provisioningで別々のログインを使用）また
はコンバージド（シングルサインオンで Assuranceと Provisioningの両方を利用可能）の Prime
Collaboration Provisioningで作成できます。作成するユーザごとに Self-Careを有効または無効にで
きます。

Prime Collaboration Provisioningでは、Self-Careアカウントを作成できます。作成するユーザごと
に Self-Careを有効または無効にできます。

（注） • Self-Care権限を割り当てるには、新しいドメインを作成する際に CreateSelfCareAccounts
ルールを有効にする必要があります。CreateSelfCareAccountsルールは、デフォルトで無
効になっています。

• Self-Care Migration Utilityを実行して、既存のドメインの Self-Care権限を割り当てること
もできます。これにより、既存のユーザの Self-Care権限が有効になります。詳細につい
ては、Self-Careユーザ移行スクリプト, （10ページ）を参照してください。

• [SelfCareUser]チェックボックスは、CreateSelfCareAccountsルールが有効な場合にのみ使
用できます。

•ユーザの作成後、そのユーザは、globaladminまたは domain-adminがアカウントパスワー
ドを変更した後に限り、Self-Careにログインできるようになります。デフォルトでは、
ユーザのパスワードは空です。[DefaultCUPMPassword]データフィールドでデフォルトの
パスワードを指定し、[有効（Enabled）]を [はい（true）]に設定して、デフォルトのパス
ワードを設定します。

•ユーザドメインが Active Directoryで認証されると、セルフケアログインはそのユーザ
ドメインに定義された ADサーバを使用します。

ユーザの Self-Careアカウントを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザの追加（Add User）]をクリックして、[Prime Collaboration Self-Careを有効（Enable Prime

Collaboration Self-Care）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 3 必要なユーザ情報を入力して保存します。
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バッチプロビジョニングを使用した Self-Care の有効化と
無効化

新しいユーザの作成時に、バッチプロビジョニングを使用して Self-Careを有効にできます。
Self-Careをユーザに対して有効にするには、バッチ操作ファイルで承認権限を SelfCareUserとし
て提供します。

バッチプロビジョニングを使用して、既存ユーザのSelf-Care権限の有効または無効を切り替える
こともできます。有効にする場合はSelfCareUserとして承認権限を提供し、無効にする場合はバッ
チ操作ファイルで何も提供しません。

Self-Careアカウントを作成するには、ドメインに対して CreateSelfCareAccountsルールを有効
にする必要があります。

（注）

バッチプロビジョニングの詳細については、バッチプロジェクトの管理を参照してください。

Prime Collaboration Self-Care の開始
ユーザ権限に応じて Self-Careを開始できます。

IE 10を使用している場合、Self-Careポータルを正常に機能させるには [標準（Standards）]モー
ドを選択する必要があります。

（注）

Self-Care権限だけを持つユーザは、ログイン後にセルフケアポータルが表示されます。

手順

ステップ 1 ブラウザで http://<provisioning-ip>/cupm/selfcareuser/Loginと入力します。
ステップ 2 Self-Careクレデンシャルを使用してログインします。

ユーザにはSelf-Care権限しかないため、アクセスできるのはSelf-Careメニューだけです。このよ
うなユーザは Provisioningメニューを利用できません。

個人設定のカスタマイズ
Self-Careを使用すると、次の電話の用途に関して、個々の属性や個人の初期設定を設定できます。
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•スピードダイヤル番号、サイレント機能のオプション、および保留音の設定などの電話オプ
ション

•エクステンションモビリティとシングルナンバーリーチのオプションを設定できる、プロ
ファイルのオプション

•コールの転送、発信者 ID、通知など、特定の電話回線のオプション

•パスワード、暗証番号（PIN）など、電話のユーザに関するユーザオプション

/opt/cupm/sep/ipt.propertiesファイルを更新して、Self-Careポータルの [電話の設定（Phone
Settings）]、[回線の設定（Line Settings）]、および [ユーザ設定（User Settings）]に表示される機
能の表示と非表示を切り替えることができます。たとえば、[電話の設定（Phone Settings）]の機
能を設定する場合は、次のように入力します。

エンドポイントの機能を表示するには、PrimeCollaborationProvisioningUIで [管理（Administration）]
> [設定（Settings）]を選択してください。
enabled features for Phone Settings should be provided as follows:
General,SpeedDials,DoNotDisturb,Locale,MusicOnHold,Others
dfc.ipt.selfcare.phone.features=General,SpeedDials,DoNotDisturb,Locale,MusicOnHold,Others#

ipt.propertiesファイルを更新するには、ルートユーザとしてログインする必要があります。変
更を有効にするためには、cupmサービスを再起動する必要があります。

（注）

Self-Careオプションを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ブラウザで次を入力します：http://<provisioning-ip>/cupm/ipt/selfcare/home.html。
ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力します。

Self-Careポータル画面が表示されます。Self-Careポータル画面は、次の要素で構成されます。

•電話カルーセル：（画面左下の）電話カルーセルには、設定可能な電話とサービスプロファ
イルのアイコンがあります。アイコンのいずれかの横側をクリックすると、追加の電話また

はプロファイルを表示できます。

•メインメニュー：（電話カルーセル右側の）メインメニューのオプションは、[電話の設定
（Phone Settings）]、[回線の設定（Line Settings）]、および [ユーザ設定（User Settings）]で
す。電話カルーセルで選択した内容に応じて、[電話の設定（PhoneSettings）]オプションは、
[エクステンションモビリティの設定（ExtensionMobility Settings）]または [シングルナンバー
リーチの設定（Single Number Reach Settings）]に変化します。

•設定エリア：選択したメインメニューの設定可能なカテゴリが次に表示されます。[スピー
ドダイヤル（SpeedDials）]などのカテゴリをクリックすると、画面の右側に設定可能なオプ
ションが表示されます。
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ステップ 3 電話カルーセルで、設定する電話またはプロファイルを選択します。

ステップ 4 [回線の設定（Line Settings）]メニューで、設定するオプションに対応する適切な回線を選択して
いることを確認します。

Self-Careポータルで設定可能なオプションは次のとおりです。

• [電話機またはエクステンションモビリティ設定（Phone or Extension Mobility Settings）]の設
定

• [シングルナンバーリーチの設定（Single Number Reach Settings）]の設定

• [回線の設定（Line Settings）]の設定

• [ユーザ設定（User Settings）]の設定

電話およびエクステンションモビリティの設定

次の表に、Self-Careを使用して実行できる電話とエクステンションモビリティの設定を示しま
す。

表 1：電話およびエクステンションモビリティの設定

手順説明設定

[電話の設定（Phone Settings）] > [MAC
アドレス（MACAddress）]を選択し、
電話の有効なMACアドレスを入力し
て、[保存（Save）]をクリックします。

電話機のMACアドレスを更新し、ボ
イスメールボックスのロックを解除し

ます。

一般

[電話の設定（PhoneSettings）] > [スピー
ドダイヤル（SpeedDials）]を選択し、
[追加（Add）]をクリックします。必要
な情報を入力し、[保存（Save）]をク
リックします。

スピードダイヤル用の電話番号を追加

します。

スピードダイヤルの間隔を空けるに

は、数字の間にカンマを追加します。

任意の数のカンマを追加できます。カ

ンマ 1個あたりのデフォルトの遅延は
2秒間です。

スピードダイヤ

ル

[電話の設定（Phone Settings）] > [サイ
レント（Do Not Disturb）]を選択し、
[[サイレント]を有効にする（Enable Do
NotDisturb）]チェックボックスをオン
にします。

[サイレント（DoNotDisturb）]機能を
有効または無効にします。

[サイレント（DoNotDisturb）]機能が
有効になっているとき、着信コールが

あった場合に実行するアクションを選

択します。

サイレント
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手順説明設定

[電話の設定（PhoneSettings）] > [ロケー
ル（Locale）]を選択し、[ユーザロケー
ル（UserLocale）]ドロップダウンリス
トから場所を選択し、[保存（Save）]
をクリックします。

作業とネットワークでサポートする時

間と言語のロケールを選択します。

ロケール

[電話の設定（Phone Settings）] > [保留
音（Music On Hold）]を選択し、コー
ルを保留にしたときに再生する音源を

[ユーザ保留音源（User Hold Audio
Source）]ドロップダウンリストから選
択して、[保存（Save）]をクリックし
ます。

保留にしたときに再生される音楽の

ソースを選択します。

保留音

[電話の設定（Phone Settings）] > [その
他（Others）]を選択し、各オプション
のチェックボックスを必要に応じてオ

ンまたはオフにして [保存（Save）]を
クリックします。

次のオプションを有効または無効にし

ます。

•スピーカーフォン

•スピーカーフォンとヘッドセット

•ビデオ

• PCポートの使用

•エクステンションモビリティ

その他

回線の設定

次の表に、選択した電話またはプロファイルの各回線で使用可能な回線の設定を示します。
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表 2：回線の設定

手順説明設定

[回線の設定（Line
Settings）]を選択し、
[コール転送（Call
Forward）]、[発信者ID
（Caller ID）]、[通知
（Notification）]、または
[保留音（Music On
Hold）]を選択して更新
し、[保存（Save）]をク
リックします。

デフォルトのコール転送オプションを設定します。

外部または内部の着信コールの転送をカスタマイズ

します。

コール転送

発信者 IDオプションを設定します。発信者 ID

着信コールとメッセージの通知のオーディオおよび

ビジュアルオプションを設定します。

通知

コールを保留にしたときに再生される音楽のソース

を選択します。

保留音

ユーザ設定

使用可能な [ユーザ設定（User Settings）]のオプションを、次のリストで説明します。

表 3：ユーザ設定

手順説明設定

[ユーザ設定（User Settings）]を選択
し、[情報（Information）]、[パス
ワード（Password）]、または [暗証
番号（PIN）]を選択して更新し、[保
存（Save）]をクリックします。

名前を更新します。

自分の電子メールアドレスを入力しま

す。

プライマリ Phoneを選択します。

情報

パスワードを更新します。パスワード

暗証番号を更新します。PIN

共通 Self-Care タスク
次の表に、ユーザが実行できるすべての共通 Self-Careタスクを示します。
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表 4：共通 Self-Care タスク

手順タスク

[ユーザ設定（User Settings）] > [パスワード（Passwords）]を選
択します。

パスワードを変更する

[ユーザ設定（User Settings）] > [暗証番号（PIN）]を選択しま
す。

電話とボイスメールの暗証番号を変更できます。電

話の暗証番号は、CiscoUnifiedCommunicationsManager
（またはエクステンションモビリティの）の暗証番

号をリセットし、ボイスメールはUnityConnectionの
暗証番号をリセットします。

（注）

暗証番号を変更する

[電話の設定（Phone Settings）] > [その他（Others）]を選択し、
[スピーカフォンの無効化（Disable Speakerphone）]チェック
ボックスをオンにします。

スピーカーフォンの使用を無効

にする

[電話の設定（Phone Settings）] > [その他（Others）]を選択し、
[Ciscoエクステンションモビリティ（CiscoExtensionMobility）]
チェックボックスをオンにします。

エクステンションモビリティを

有効にする

[電話の設定（Phone Settings）] > [その他（Others）]を選択し、
[ビデオを有効にする（Enable Video）]チェックボックスをオ
ンにします。

ビデオコールを有効にする

[回線の設定（Line Settings）] > [コール転送（Call Forward）]を
選択し、着信コールを転送するオプションを設定します。

コールを転送する

[ユーザ設定（User Settings）] > [情報（Information）]を選択し、
電子メールアドレスを入力します。

電子メール情報を提供する

[ユーザ設定（User Settings）] > [情報（Information）]を選択し、
[プライマリデバイス（Primary Device）]ドロップダウンリス
トから優先デバイスを選択します。

プライマリデバイスとして異な

る電話を選択します。

[回線の設定（LineSettings）] > [通知（Notification）]を選択し、
着信コールとメッセージの通知オプションを選択します。

コールおよびメッセージ通知を

選択する

[電話の設定（Phone Settings）] > [保留音（Music On Hold）]を
選択し、ユーザまたはネットワークによってコールが保留にさ

れたときに使用する音源を選択します。

コール保留音のソースを選択す

る
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シングルナンバーリーチの設定

シングルナンバーリーチ機能では、別の電話番号とビジネス IP電話番号を関連付けることがで
きます。ビジネス電話番号にコールが着信すると、そのコールはCiscoPrimeCollaborationProvisioning
によって自動転送され、ビジネス電話機と指定された電話機が鳴ります。このような方法で、シ

ングルナンバーリーチ機能により、受信者の場所にかかわらず、発信者は単一の番号をダイヤル

して受信者に電話をかけることができます。

シングルナンバーリーチ用の代替番号を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話カルーセルで、リモート接続先プロファイルに関連付けられているアイコンを選択します。

ステップ 2 [シングルナンバーリーチの設定（Single Number Reach Settings）] > を選択します。
ステップ 3 表 5：シングルナンバーリーチのフィールドの説明, （9ページ）の表の説明のとおりに情報

を指定し、[保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 必要に応じて、[新規追加（Add New）]をクリックして別の代替番号を追加します。

表 5：シングルナンバーリーチのフィールドの説明

説明フィールド

プライマリ電話でコールを受信したときに、Cisco Prime
CollaborationProvisionがそのコールを転送する代替番号を入
力します。

[代替番号（Alternate Number）]

（オプション）代替番号の説明を入力します。[説明（Description）]

このチェックボックスをオンにすると、着信コールで複数

の電話機が同時に鳴ります。

[リーチミーエニウェアを有効にす
る（Enable Reach Me Anywhere）]

モバイルデバイス用の代替番号の場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。

[これはモバイルデバイスです（This
is a mobile device）]

プライマリ電話でコールが応答されるまで Cisco Prime
Collaboration Provisionが待機する時間の長さを入力します
（1/10秒単位）。この時間が経過すると、コールは代替番
号に転送されます。

[代替番号を呼び出し始めるまでの
時間:秒（Allow me … seconds to
answer）]

Cisco Prime Collaboration Provisionが代替番号の呼び出し音
を鳴らす時間の長さを入力します（1/10秒単位）。

[代替番号を呼び出し続ける時間:秒
（Continue ringing the alternate
number for … seconds）]
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説明フィールド

代替デバイスにコールを転送した後、そのデバイスにコー

ルを接続するまで Cisco Prime Collaboration Provisionが待機
する時間の長さを入力します（1/10秒単位）。この待機時
間を設定すると、コールによってボイスメールなどの自動

応答がデバイス上で開始されないように防止することがで

きます。

[コールを代替番号に接続しないよ
うにする猶予時間:秒（If the
alternate number answers within …
seconds]

この代替番号に関連付ける回線のチェックボックスをオン

にします。

[回線の関連付け情報（Line
Association Information）]

Self-Care ユーザ移行スクリプト
SelfCareMigrationUtilityは、移行中または CLIから移行後に起動できます。このツールは、
CreateSelfCareAccountsルールおよびDefaultCUPMPasswordルールセットを持つドメイン内のすべ
てのユーザを処理します。

移行の詳細については、『Cisco Prime Collaboration Upgrade and Migration Guide』を参照してくだ
さい。
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http://www.cisco.com/en/US/products/ps12363/prod_installation_guides_list.html
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